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まずはそのままの設定でRT.2をお試し下さい。
工場出荷状態では、RT.2のアシスト制御を体感して頂きやすい設定となっております。
○工場出荷状態○
「アシスト」「ブレーキ」 →4段階中の3番目の強さ（1番強い設定より1段階弱い）

「速度」 →4段階中の3番目の上限速度設定
（1番速い設定より1段階弱い、4.5km/hの上限設定）

初めてお使いの方へ

アシスト
設定変更の方法

設定ボタンを
2秒以上
長押し

電源ボタンを
短押しで

値（1～4）変更

設定ボタンを
2秒以上長押し

完了

ブレーキの
設定変更の方法

設定ボタンを短押し

速度の
設定変更の方法 設定ボタンを短押し

「速度」では上限速度を設定出来ます。
速度1・・・・1.5km/h
速度2・・・・3.0km/h
速度3・・・・4.5km/h
速度4・・・・6.0km/h

設定した制限速度以上の「速度」
もしくは「加速度」を感知した時に
自動でブレーキがかかります。

※アシスト、ブレーキ、速度の設定は電源を切ったり、
バッテリを外しても設定情報が本体のメモリ内に残る
ため、使用される度に設定する必要はありません。

設定中のLEDの
表示パターン
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設定ボタンを
2秒以上長押し

完了

設定ボタンを
2秒以上長押し

完了

電源ボタンを
短押しで

値（1～4）変更

電源ボタンを
短押しで

値（1～4）変更

アシスト・ブレーキ・速度の
設定を行う方法

QRコード



音量の変更方法 工場出荷時の音量は8段階中の6段階目の大きさです。
音声オフにも設定可能です。

バッテリ
を外す

電源ボタンと設定ボタンを
押しながらバッテリを装着

電源ボタンと
設定ボタンを
短押し

※音量の設定は電源を切ったりバッテリを外しても
設定情報が本体のメモリ内に残ります。

※本体が転倒した際は、音量Offでも転倒の
お知らせメッセージが最大音量で流れます。

通常の
使用モードに

戻る

設定ボタンを
2秒以上長押し

完了

設定ボタンを
2秒以上長押し

完了

自己診断機能の方法

バッテリ
を外す

電源ボタンと設定ボタンを
押しながらバッテリを装着

センサーやモータに故障がないか簡単にチェック出来ます。
お客様宅での点検時、出荷前の確認時などでご活用
いただける非常に便利な機能です。
なお、ブレーキ等の調整終了後に実施して下さい。

※必ず担当者が立会の元、水平な場所にて実施して下さい。
※実施の際には、必ず上記の手順（LEDの点灯位置）をご確認の上、
実行して下さい。上記と異なる状態で電源ボタンを20秒間押すと、
意図しない調整機能が実行されて正常に動作しなくなり、
再度工場での調整が必要となります。

電源ボタンを
20秒長押し

その後は音声ガイダンスに従い操作を行って下さい
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設定ボタンを
2回短押し

電源ボタン短押しで
音量（1～8）

変更

音量を調整する方法

QRコード

QRコード

自己診断機能による
車体状況の確認方法


